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2023 年 6 月 5 日

【
う
ら
へ
続
く
】

　

原
発
推
進
法
（
Ｇ
Ｘ
電

源
法
）
が
成
立
（
５
月
31

日
）。「
老
朽
原
発
の
60
年

超
運
転
を
容
認
す
る
も

の
」「
原
発
安
全
神
話
の
復

活
だ
」「
再
エ
ネ
導
入
・
拡

大
に
逆
行
す
る
」「
原
発
事

故
の
教
訓
も
被
害
者
の
思

い
に
も
背
を
向
け
た
悪
法

だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
案
、

採
決
強
行
（
２
日
）。「
ト

ラ
ブ
ル
続
出
の
さ
な
か
に

採
決
強
行
は
ひ
ど
い
」「
無

保
険
者
を
作
り
出
す
愚
策

　
「
九
条
の
会
」は
５
月
28

日
、
東
京
都
内
で
「
大
軍

拡
反
対
、
憲
法
改
悪
を
止

め
よ
う
！
『
九
条
の
会
』

全
国
交
流
集
会
―
大
江
健

三
郎
さ
ん
の
志
を
受
け
つ

い
で
―
」
を
開
き
ま
し
た
。

全
国
32
都
道
府
県
、
29
の

分
野
別
の
九
条
の
会
か
ら

参
加
。
憲
法
９
条
を
守
ろ

う
と
活
動
す
る
草
の
根
の

運
動
の
経
験
を
交
流
し
ま

し
た
。

　

小
森
陽
一
事
務
局
長
は
、

Ｇ
７
広
島
サ
ミ
ッ
ト
に
つ

い
て
、
被
爆
地
・
広
島
で

開
催
し
な
が
ら
、「
核
抑
止

全
国
交
流
集
会
を
開
催

「
九
条
の
会
」
運
動  

大
き
く
広
げ
よ
う

  

平
和
主
義
捨
て
る
改
憲
・
大
軍
拡
許
さ
ぬ

力
」
論
を
全
面
的
に
正
当

化
す
る「
広
島
ビ
ジ
ョ
ン
」

が
出
さ
れ
た
こ
と
は
断
じ

て
許
せ
な
い
と
批
判
。「
こ

れ
が
９
条
改
憲
を
明
言
す

る
岸
田
政
権
の
本
質
だ
」

と
述
べ
、「
大
軍
拡
の
中
身

が
、『
専
守
防
衛
』
を
捨
て

て
、
憲
法
の
平
和
主
義
を

踏
み
に
じ
り
、
国
民
の
暮

ら
し
や
経
済
を
無
視
し
て

軍
拡
大
増
税
を
進
め
る
も

の
だ
と
い
う
こ
と
を
多
く

の
国
民
に
明
ら
か
に
し
て

い
く
た
め
に
、『
九
条
の

会
』
の
運
動
を
大
き
く
広

げ
て
い
こ
う
」
と
訴
え
ま

し
た
。

参
加
し
て
元
気
も

ら
っ
た

　

政
府
が
今
国
会
へ
の
日

本
学
術
会
議
法
改
悪
案
の

提
出
を
見
送
っ
た
こ
と
を

受
け
、
学
術
会
議
の
梶
田

学術会議法改悪案提出見送り

　「信頼関係への一歩」と
　 学術会議会長がメッセージ

隆
章
会
長
は
５
月
26
日
、

国
民
に
向
け
た
メ
ッ
セ
ー

ジ
「
新
た
な
信
頼
関
係
へ

の
一
歩
」
を
動
画
で
公
開

し
ま
し
た
。

　

梶
田
氏
は
学
術
会
議
が

４
月
の
総
会
で
、
法
案
提

出
の
断
念
と
「
開
か
れ
た

協
議
の
場
」
の
設
置
を
政

府
に
勧
告
し
た
意
図
を
説

明
し
ま
し
た
。
学
術
は
多

様
な
専
門
を
も
つ
科
学
者

の
知
識
や
意
見
を
い
か
し

社
会
に
貢
献
す
る
も
の
で

あ
り
、
政
府
案
は
そ
れ
を

大
き
く
変
え
か
ね
な
か
っ

た
と
指
摘
し
、
政
府
が
法

　

心
に
響
く
発
言
に
笑
い

と
拍
手
が
続
く
。「
右
手
に

釣
竿
、
左
手
に
憲
法
」
が

合
言
葉
の
渓
流
九
条
の
会
。

案
提
出
を
強
行
し
な
か
っ

た
こ
と
を
評
価
す
る
と
同

時
に
、
今
後
、「
改
正
案
」

か
「
民
間
法
人
化
」
と
い

う
「
二
者
択
一
」
に
陥
る

こ
と
を
懸
念
。
対
等
な
立

場
で
の
「
協
議
」
の
重
要

性
を
強
調
し
、「
学
術
会
議

と
政
府
の
話
し
合
い
は
公

開
す
る
こ
と
で
、
国
民
へ

の
責
任
を
果
た
せ
る
」
と

述
べ
、
国
民
に
理
解
と
支

援
を
訴
え
て
い
ま
す
。

全
国
首
長
九
条
の
会
の
平

尾
道
雄
米
原
市
長
は
忠
魂

碑
の
代
り
に
戦
争
犠
牲
者

全
員
の
名
を
刻
む
「
平
和

の
礎
」
に
取
組
ん
で
い
る
。

世
話
人
の
池
田
香
代
子
さ

ん
が
「
戦
争
を
し
た
が
る

国
民
は
い
な
い
、
し
か
し

攻
め
ら
れ
た
ら
ど
う
す
る

と
言
え
ば
付
い
て
く
る
」

と
い
う
ナ
チ
ス
の
言
葉
を

軍
拡
賛
成
の
人
に
問
い
た

い
、
と
言
っ
た
の
が
印
象

に
残
っ
た
。　
　
（
Ｎ
）

だ
」「
こ
ち
ら
特
報
部
と
い

う
番
組
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
で
回
線
を
Ｎ
Ｔ
Ｔ

が
独
占
と
報
道
し
て
い

た
」

　
　

×　
　
　
　

×

自・公・維・国の「悪政４党連合」が悪法次々強行
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【
職
場
か
ら
の
続
き
】

北
朝
鮮
の
ロ
ケ
ッ
ト
発
射
に
抗
議
す
る

外
交
ル
ー
ト
確
立
と
対
話
に
よ
る
解
決
の

努
力
を
求
め
る

日
本
共
産
党
志
位
委
員
長
が
談
話
（
５
月
31
日
・
概
要
）

　

終
盤
国
会
で
重
要
法
案

を
つ
ぎ
つ
ぎ
強
行
。「
入
管

法
、
原
発
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
、
軍
拡
財
源
法
な
ど
、

ど
れ
も
重
大
な
問
題
だ
」

「
十
分
な
審
議
も
な
し
に

強
行
さ
れ
て
い
る
」「
自

民
、
公
明
が
推
進
し
て
い

る
が
、
維
新
、
国
民
が
手

を
貸
し
て
い
る
。
も
は
や

野
党
と
は
い
え
な
い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

ア
ク
セ
ス
サ
ー
ビ
ス
シ

ス
テ
ム
研
究
所
の
組
織
見

直
し
。「
Ｉ
Ｗ
Ｏ
Ｎ
時
代
に

向
け
て
ア
ク
セ
ス
系
オ
ペ

レ
ー
シ
ョ
ン
研
究
の
再
編

成
と
ロ
ケ
移
転
」「
横
須
賀

し
た
」「
20
歳
10
カ
月
で
最

年
少
名
人
と
史
上
２
人
目

の
７
冠
を
同
時
達
成
し
た
。

す
ご
い
こ
と
だ
」　　

×

　
　
　
　

×

　

大
相
撲
夏
場
所
。
横
綱

照
ノ
富
士
が
８
度
目
の
優

勝
。「
４
場
所
休
場
後
で
14

勝
１
敗
は
立
派
だ
」「
関
脇

霧
馬
山
が
大
関
に
昇
進
。

し
こ
名
を
師
匠
の“
霧
島
”

に
改
め
た
」　

　
　

×　
　
　
　

×

　

５
月
29
日
、
九
州
北
部
、

四
国
、
中
国
、
近
畿
、
東

海
地
方
が
梅
雨
入
り
。「
平

年
に
比
べ
６
日
～
８
日
早

い
」「
東
海
・
近
畿
の
５
月

の
梅
雨
入
り
は
10
年
ぶ
り

と
の
こ
と
」「
九
州
南
部
は

一
、
日
本
共
産
党
は
、
国

連
安
保
理
決
議
に
違
反
し

た
北
朝
鮮
に
よ
る
ロ
ケ
ッ

ト
発
射
に
強
く
抗
議
し
、

さ
ら
な
る
発
射
を
繰
り
返

さ
な
い
よ
う
に
厳
重
に
求

め
る
。

一
、
わ
が
党
は
、
４
月
に

日
本
政
府
が
今
や
る
べ
き

は
、
北
朝
鮮
の
軍
事
的
挑

発
の
エ
ス
カ
レ
ー
ト
を
抑

え
、
問
題
を
外
交
的
に
解

決
す
る
た
め
の
実
行
あ
る

と
り
く
み
で
あ
る
こ
と
、

北
朝
鮮
と
の
外
交
ル
ー
ト

の
確
立
こ
そ
急
務
で
あ
る

こ
と
を
強
調
し
た
。

　

こ
の
点
で
、こ
の
間
、岸

田
首
相
が
、「
首
脳
会
談
を

早
期
に
実
現
す
べ
く
私
直

轄
の
ハ
イ
レ
ベ
ル
で
協
議

を
行
っ
て
い
き
た
い
」
と

表
明
し
た
の
に
対
し
、
北

朝
鮮
が
「
朝
日
両
国
が
互

い
に
会
え
な
い
理
由
は
な

い
」（
パ
ク
・
サ
ン
ギ
ル
外

務
次
官
）
と
の
べ
た
こ
と

に
注
目
し
て
い
る
。

　

日
本
政
府
に
対
し
、
北

朝
鮮
と
の
外
交
ル
ー
ト
を

確
立
し
、
日
朝
平
壌
宣
言

に
も
と
づ
い
て
両
国
間
の

諸
懸
案
の
解
決
を
は
か
る

た
め
の
対
話
の
努
力
を
は

か
る
こ
と
を
、
重
ね
て
強

く
求
め
た
い
。

　
「
マ
イ
ナ
保
険
証
」に
別

人
の
医
療
情
報
が
ひ
も
付

け
ら
れ
る
な
ど
、
誤
登
録

の
事
例
が
多
数
、
ト
ラ
ブ

ル
が
相
次
い
で
発
生
す
る

な
か
、
健
康
保
険
証
を
廃

止
し
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
へ
の
一
本
化
を
強
要
す

ト
ラ
ブ
ル
続
出
す
る
な
か

マ
イ
ナ
保
険
証
強
要
の
改
定

法
が
成
立

る
参
院
審
議
が
打
ち
切
ら

れ
、
改
定
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

法
が
２
日
、
可
決
成
立
し

ま
し
た
。
自
公
維
、
国
民

な
ど
が
賛
成
、
日
本
共
産

党
、
立
憲
民
主
党
は
反
対

し
ま
し
た
。

　

反
対
討
論
で
日
本
共
産

党
の
山
下
芳
生
議
員
は
、

開
業
医
の
63
％
が
加
入
す

る
保
団
連
の
調
査
で
、
オ

ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
で

「
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
っ
た
」と

回
答
し
た
医
療
機
関
が
６

割
に
の
ぼ
り
、「
健
康
保
険

証
で
対
処
し
た
」「
保
険
証

を
残
し
て
欲
し
い
」
の
切

実
な
訴
え
を
突
き
つ
け
、

国
民
皆
保
険
制
度
の
崩
壊

に
つ
な
が
る
も
の
と
法
案

強
行
を
批
判
し
ま
し
た
。

　

強
行
成
立
し
て
矛
盾
は

な
く
な
り
ま
せ
ん
。
マ
イ

ナ
保
険
証
の
運
用
を
や
め
、

問
題
を
解
決
し
て
い
く
、

い
の
ち
と
医
療
を
守
る
た

た
か
い
は
こ
れ
か
ら
で
す
。

研究者雇い止め　国益損なう

　日本共産党が防止制度要求

　

日
本
共
産
党
の
田
村
智

子
議
員
は
５
月
22
日
の
参

院
決
算
委
員
会
で
、
有
期

雇
用
の
研
究
者
が
無
期
雇

用
へ
の
転
換
直
前
で
雇
い

止
め
さ
れ
る
問
題
を
た
だ

し
ま
し
た
。

　

田
村
氏
は
、
理
研
で
日

本
学
術
振
興
会
の
「
卓
越

研
究
員
」
に
も
選
ば
れ
て

い
る
30
代
の
研
究
者
が
雇

い
止
め
さ
れ
、
中
国
の
研

究
機
関
に
転
出
す
る
な
ど

「
国
益
を
損
な
う
最
悪
の

事
例
」
も
発
生
し
て
い
る

と
指
摘
。
さ
ら
に
田
村
事

務
所
の
調
査
で
、
国
立
大

１
日
遅
れ
の
30
日
梅
雨
入

り
し
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

台
風
２
号
と
前
線
の
影

響
で
、
各
地
に
線
状
降
水

帯
が
発
生
。「
四
国
、東
海

な
ど
記
録
的
な
雨
量
だ
っ

た
」「
東
海
道
新
幹
線
が
ス

ト
ッ
プ
し
た
」

学
な
ど
の
研
究
機
関
で
４

月
１
日
に
無
期
転
換
権
を

得
る
研
究
者
４
５
０
０
人

の
う
ち
、
無
期
転
換
か
無

期
雇
用
の
職
に
就
い
た
の

は
１
６
６
５
人
に
す
ぎ
な

い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま

し
た
。

　

田
村
氏
は
、
大
規
模
な

雇
い
止
め
が
止
め
ら
れ
て

い
な
い
こ
と
を
指
摘
し
、

防
止
の
た
め
の
法
制
度
導

入
を
求
め
ま
し
た
。

の
組
織
を
武
蔵
野
に
集
約

す
る
」「
異
動
で
は
社
員
の

要
望
を
十
分
く
み
取
っ
て

ほ
し
い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

同
性
婚
認
め
な
い
の
は

違
憲
（
５
月
30
日
、
名
古

屋
地
裁
）。「
同
性
カ
ッ
プ

ル
の
関
係
を
保
護
す
る
枠

組
み
す
ら
与
え
な
い
こ
と

は
国
会
の
立
法
裁
量
を
超

え
る
と
し
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

北
朝
鮮
が
弾
道
ミ
サ
イ

ル
技
術
を
使
っ
た
ロ
ケ
ッ

ト
を
発
射
（
５
月
31
日
）。

「
打
ち
上
げ
は
失
敗
し
黄

海
上
に
落
下
し
た
」「
政
府

が
沖
縄
県
を
対
象
に
Ｊ
ア

ラ
ー
ト
を
発
令
し
た
」「
国

連
安
保
理
決
議
違
反
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

藤
井
聡
太
棋
士
が
７
冠
。

名
人
位
も
獲
得
。「
渡
辺
明

名
人
に
４
勝
１
敗
で
勝
利


